
　令和８年５月２９日から、新たな防災気象情報が運用されていることを知っていますか？
今回は、新たな防災気象情報について紹介します。 ▶防災対策課　☎23-3548

新たな防災気象情報の体系と名称

防災気象情報と避難情報の関係

河川氾濫※河川氾濫※
1級河川などの1級河川などの

大河川の氾濫大河川の氾濫

大雨
低地の浸水や大
河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れ

や土石流

高潮
海水面の上昇や波の
打ち上げによる浸水

警戒レベルごとの
住民がとるべき行動

警戒レベル
5相当

レベル5
氾濫特別警報

レベル5
大雨特別警報

レベル5
土砂災害特別警報

レベル5
高潮特別警報 命の危険　直ちに安全確保！

〈警戒レベル4までに危険な場所から　かならず避難！〉
警戒レベル

4相当
レベル4

氾濫危険警報
レベル4

大雨危険警報
レベル4

土砂災害危険警報
レベル4

高潮危険警報 危険な場所から全員避難

警戒レベル
3相当

レベル3
氾濫警報

レベル3
大雨警報

レベル3
土砂災害警報

レベル3
高潮警報

避難に時間を要する人は早め
に避難、避難の準備など

警戒レベル
2

レベル2
氾濫注意報

レベル2
大雨注意報

レベル2
土砂災害注意報

レベル2
高潮注意報

避難行動を確認（避難場所や避難
ルート、避難のタイミングなど）

警戒レベル
1 早期注意情報 災害への心構えを高める

　避難情報に用いられる「警戒レベル」は、災害時に住民がとるべき
避難行動が直感的にわかるよう、５段階の数字で示したものです。
一方、防災気象情報は、警戒レベルに相当する情報です。
　気象情報（警報）は気象台が発表しますが、避難情報は田原市が防
災気象情報を総合的に判断して発令します。そのため、「危険警報」が
発表されても「避難指示」を発令しない場合があります。

　防災気象情報や避難情報は、被害の発
生や避難が必要となる「可能性」がある場
合に出されます。皆さんに慌てず避難して
もらうために、早めに警報の発表や避難所
を開設します。
　また、自宅が安全な場合は「在宅避難」も
選択肢の一つです。危険な場所にいる場
合は、避難所や親戚宅などの安全な場所
へ避難してください。

ポイント
・警報や注意報などの名称に「レベル」の数字が付きました。
・警報は「警報」「危険警報」「特別警報」の３種類となりました。
・洪水警報・注意報は廃止され、大雨警報・注意報と一体化して発表されます。
・暴風・波浪の警報などは、これまでと変更ありません。

※田原市には対象となる大きな河川がないため、「河川氾濫」の警報などは発表されません。

相当する
情報

気象情報
（大雨・土砂災害・高潮）

特別警報
（警戒レベル5相当）

危険警報
（警戒レベル4相当）

警報
（警戒レベル3相当）

警戒レベル 避難情報

レベル5 緊急安全確保

レベル4 避難指示

レベル3 高齢者等避難

5月から運用が始まった
「新たな防災気象情報」
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